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設立総会 第１号議案  

 

   いぬやまスポーツコミッション規約  

 

 いぬやまスポーツコミッション規約を別紙のように定めるものとす

る。 

 

  平成３０年２月２０日提出  

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （説  明）  

 この案を提出するのは、いぬやまスポーツコミッションを設立する

ため必要があるからである。   
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いぬやまスポーツコミッション規約  

（名称） 

第１条 本組織は、いぬやまスポーツコミッション（以下「いぬやま

ＳＣ」という。）と称する。  

（目的） 

第２条 本組織は、市内のスポーツ資源を活用し、スポーツ大会、合宿

及びイベント（以下「スポーツ大会等」という。）の誘致、開催支援

等により、市内のスポーツ活動の活性化を図るとともに、スポーツ大

会等を観光、産業等の地域資源と結び付け、市民との交流や交流人口

の増加等によって地域の活性化を目指すため、官民が一体となって

取組を推進することを目的とする。  

（事業） 

第３条 本組織は、前条の目的を達成するために次の事業を行う。  

(1) スポーツ大会等の誘致に関すること。  

(2) スポーツ大会等の開催支援に関すること。  

(3) スポーツ大会等を活用した地域活性化に関すること。  

(4) その他いぬやまＳＣの目的達成のために必要な事業に関するこ

と。 

（会員） 

第４条 いぬやまＳＣは、スポーツ団体、観光団体、経済団体、教育機

関及び行政機関その他いぬやまＳＣの活動に賛同する団体等から選

出された者又は個人をもって構成する。  

２  会員は、会議において定める会費を支払わなければならない。 

（役員） 

第５条 いぬやまＳＣに次の役員を置く。  

(1) 会長  １名  

(2) 副会長 ２名  

(3) 監事  ２名  

２  会長は、犬山市長をもって充てる。 

３  副会長は、会員のうちから会長が指名する。  

４  監事は、会員のうちから会長が指名する。  
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（役員の職務）  

第６条 会長は、いぬやまＳＣを代表し、組織の運営を総括する。  

２  副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき又は会長が欠けたと

きは、その職務を代理する。  

３  監事は、会計その他事務を監査する。  

（会議） 

第７条 会長は、会議を招集し、その議長となる。  

２  会議は、会員の過半数が出席しなければ開くことができない。  

３  会員が会議に出席できないときは、代理者が出席することができ

る。 

４  前項の代理者の出席は、第２項における出席とみなす。  

５  会長は、必要があると認めるときは、会員以外の出席を求めること

ができる。 

（決議） 

第８条 会議では、次の事項を決議する。  

(1) 事業計画に関すること。  

(2) 予算及び決算に関すること。  

(3) 規約改正に関すること。  

(4) その他いぬやまＳＣの運営に関し必要な事項に関すること。  

２  会議の決議は、出席した会員の過半数を持って決し、可否同数のと

きは、議長の決するところによる。  

３  会議の議事については、必要に応じて書面により決議することが

できる。この場合においては、前項の規定を準用する。ただし「出席

した会員」は「会員」に読み替えるものとする。  

（任期） 

第９条 役員の任期は、２年とし、再任することができる。 

２  任期満了前までに退任した役員の補欠として選任された役員の任

期は、前任者の残任期間とする。  

（運営委員会）  

第１０条 いぬやまＳＣの円滑な運営を図るため、運営委員会を置く。 

２  運営委員会は、特定非営利活動法人犬山市体育協会、一般社団法人
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犬山市観光協会、犬山商工会議所、名古屋経済大学及び犬山市から選

出された者をもって構成する。  

３  運営委員会には、委員長を置き、会長が兼務する。  

４  運営委員会の会議では、次の事項を審議する。  

(1) 事業計画に関すること。  

(2) 予算及び決算に関すること。  

(3) 規約改正に関すること。  

(4) 会員の承認及び取消しの決定に関すること。  

(5) その他いぬやまＳＣの運営に関し必要な事項に関すること。  

５  運営委員会での円滑な審議を図るため、会長は運営委員会の下に

運営部会を設置することができる。 

６  運営部会は、運営委員会委員の所属する団体等の構成員から会長

が選任した者（以下「部会員」という。）をもって構成する。  

７  運営部会には、部会長を置き、前項の部会員の中から互選する。  

８  運営部会は、運営部会の決議を経て、会長に意見を具申することが

できる。 

（専門委員会）  

第１１条  事業の円滑な推進を図るため、会長は専門委員会を設置す

ることができる。  

２  専門委員会は、会員の中から会長が指名した者（以下「委員」とい

う。）をもって構成する。  

３  専門委員会には、委員長を置き、前項の委員の中から互選する。  

４  委員の任期は、会長の指名日後から事業の完了までとする。ただ

し、会長が委員としてふさわしくないと認められる場合は、この限り

でない。 

５  専門委員会は、担当する事業の完了をもって解散する。  

（アドバイザー）  

第１２条 会長は、第３条の事業の円滑な実施を図るため、アドバイザ

ーを置くことができる。  

（事務局） 

第１３条  いぬやまＳＣの事務局は、犬山市教育委員会教育部文化ス
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ポーツ課に置く。 

２  事務局長は、会長が指名する。  

（事業年度及び会計年度）  

第１４条  いぬやまＳＣの事業年度及び会計年度は、毎年４月１日に

始まり、翌年３月３１日に終わる。  

（資金） 

第１５条 いぬやまＳＣの資金は、次のとおりとする。  

(1) 会費収入  

(2) 事業収入  

(3) 補助金収入  

(4) 寄付金  

(5) 負担金収入  

(6) その他の収入  

（雑則） 

第１６条  この規約に定めるもののほか、いぬやまＳＣの運営に関し

必要な事項は、会長が別に定める。  

附  則  

１  この規約は、平成３０年２月２０日から施行する。  

２  いぬやまＳＣの設立当初の役員の任期は、第９条の規定に関わら

ず、この規約の施行の日から平成３２年３月３１日までとする。 

３  いぬやまＳＣの設立当初の事業年度及び会計年度は、第１４条の

規定に関わらず、この規約の施行の日から平成３１年３月３１日ま

でとする。 


